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5月1日に長野県中央メーデー実行委員会
は、長野市内セントラルスクゥエアで第94回
長野県中央メーデーを開催し、参集500人、
オンラインで1,000人が参加しました。コロナ
禍の影響により参集での開催は4年ぶりとな
り、五月晴れの汗ばむ陽気の中、会場は構
成組織の組合旗やのぼり旗が立ち並び、久
しぶりの熱気に包まれました。また、会場には、
阿部知事をはじめ荻原長野市長、杉尾参
議院議員他多くの来賓に出席を頂きました。

根橋実行委員
長（連合長野・会
長）は、103年目の
第94回メーデー
開催に触れ、「日
本のメーデーは、
弾圧や戦争の影
響により10年間

開催が禁止された時期が
あった。抑圧や困難を乗
り越えながら、働く者の自
由と権利、明日への希望、
平和を求める思いを受け
繋いできたメーデーであ
る」と強調しました。また、

2023春季生活闘争の正念場の交渉について、
「政府の発言や社会の雰囲気だけでは、賃上
げ・働き方の底上げは成し得ないことを肝に銘じ、
歴史の新たなサイクルを作り出す成果へと繋げ
ていこう」と訴えました。
特別報告では、各組織からの現況・課題など

が報告され、農団労・長野県農協県連労組の平
沢春樹さんは、「コロナ禍により、学校給食や外

食産業の営業休止による影響で、農業生産者
は販売先がなくなり、収入の減少や一部の農産
物を廃棄せざるを得ない深刻な事態となった。ま
た、穀物価格の上昇等によって配合飼料価格
が2倍に上昇し、酪農家や畜産農家の経営を圧
迫しており、規模縮小や廃業に追い込まれてい
る。将来的には牛乳が食卓から消えてしまう可能
性もある」と農業従事者の苦悩を訴えました。
また、私鉄県連・長野電鉄労組の藤澤義信さ
んは、「コロナ禍で乗客は少なかったが、地域の
足である公共交通を止めることは出来なかった。
そのため雇用調整助成金を申請することができ
ず、会社は事業存続のための借入金だけが膨
らんでいった。観光業界も大きなダメージを受け、
貸し切りバスの運行も少なくなり、離職していく
仲間も増えた。しかし現在では、旅行需要の回
復により、大幅な人員不足となっている。休日出
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メーデーの歴史について
強調する根橋実行委員長
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4年ぶりの参集型団結ガンバロウ！
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県下１２地区メーデー

北信地区

須高地区

全地区で参集型のメーデーを開催し、デモ行進や街頭でのアピール行動を実施しました。
また、プラカードコンテストや抽選会、アトラクションも行われました。

勤や時間外労働に頼ることも限界にきており、現場は
疲弊している」と切実な状況を語りました。
プラカードコンテストでは、12作品の力作が並び、最
優秀賞には長野電鉄労組が選ばれました。その後、

メーデー宣言を採択し、結びに、根橋実行委員長の
「働く者の連帯で、暮らしを守り、自由で平和な未来を
つくる。すべての働く仲間の笑顔のために」との掛け声
による団結ガンバロウで締めくくりました。

プラカードコンテスト最優秀賞の長野電鉄労組 根橋実行委員長の力強い団結ガンバロウ！
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